
 

  

令和2年度社会教育施設アクションプラン（重点施策別評価）

◎地域情報拠点としての図書館の充実を図る

◎市民と共に歩み、市民と共につくる図書館運営をすすめ、市民要望に的確に応えて市民満足度の向上を図る

事業評
価点数

事業評価の主な理由 課題及び改善点（又は今後の方向性）
事業評
価点数

事業評価の主な理由及び意見

1 　蔵書資料点数の充実 資料蔵書数 579,430点 585,000点 582,693点 99.61% 5 　概ね順調に充実は図れた。 　現状を維持していく 5.0

　市町村図書館活動調査で上位に入っ
ているので概ね良い。

　蔵書点数だけではなく、その利用（貸
出）状況を分析する必要がある。

2 　貸出点数の増加 貸出点数 794,285点 860,000点 480,765点 55.90% 3
　概ね貸出点数を維持できた。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止
による臨時休館等を加味

　現状を維持していく 3.1

　市町村図書館活動調査で上位に入っ
ているので概ね良い。

　貸出点数だけではなく、その中味を
評価する必要がある。貸出が多い資
料、本館、分館の違い等。

3

　子どもの読書推進の
ための児童書や、調べ
学習に使える児童向け
図書を購入

年間購入数 2,804点 2,635点 2,539点 96.36% 5
　概ね順調に購入による受入れができ
た。

　現状を維持していく 4.8

　学校図書室の蔵書が各校充実してい
るのか、それに比べて図書館の児童
書、調べ学習書がやや少ないように思
われる。

　蔵書点数だけではなく、その利用（貸
出）状況を分析する必要がある。

　新刊の人気のある本はもう1冊あれ
ば、20件近く待ちが出てしまうことを避
けられるのではないかと思っています。

4
　郷土資料・行政資料
の充実を図る

年間収集数 498点 500点 469点 93.80% 5
　概ね順調に購入及び寄贈による受入
れができた。

　現状を維持していく 5.0 （意見はありませんでした）

5

　市民ニーズに応え
て、健康・職業・経済に
関する図書や文学（小
説）、大人向け紙芝居
など一般向け図書を購
入

年間購入数 6,062点 5,900点 5,180点 87.80% 5

　幅広いジャンルで購入し、受入れが
できた。

※紙芝居の出版社が倒産したことを加
味

　現状を維持していく 5.0

　図書館で最重要視の一つは蔵書の
充実であると考える。ただ予算との兼
合いもあるので、今後予算の拡充に努
めてもらえればと思う。

6
　各種調査研究のため
の参考図書を購入

年間購入数 281点 175点 263点 150.29% 5
　毎月、毎年発行されている資料は、
購入により受入れできた。

　現状を維持していく 4.9 　主に防災研究資料が乏しい

7
　視力の弱い方や高齢
者の読書推進のための
大活字本を購入

年間購入数 81点 110点 101点 91.82% 5

　概ね出版されているものは全て購入
している。
　出版自体が少ないため目標値には
届かなかったと思われる。

　現状を維持していく 5.0 （意見はありませんでした）

8
　企業スポンサーによ
る雑誌寄贈の受入れ

年間寄贈雑誌種数 18種 18種 27種 150.00% 5

　昨年度受け入れていた企業から継続
して雑誌を受け入れることができた。さ
らに新たな企業と契約して目標値を超
えることができた。

　寄贈雑誌の中で休刊となった雑誌が
出てきた場合、代替えの雑誌を入れて
いただけるよう努力したい。また、現在
スポンサーとなっていない企業にも働
きかけていきたい。

5.0 　今後も増えることを期待します。

9
　在住外国人の生活支
援のための外国語資料
の収集

総蔵書数 1,719点 1,730点 1,793点 103.64% 5
　概ね順調に購入及び寄贈による受入
れができた。

　現状を維持していく 5.0

　今後、外国語資料をより充実させ、図
書館の蔵書等について、市民・在住外
国人へ市の広報・ホームページに載せ
てPRを望みます。

実施事業
（評価対象事業）

達成率
令和2年度
事業実績

重点施策 重点施策の目標 評価指標
令和2年度
事業目標（数
値目標）

令和元年度
事業実績

1-1 図書館資料の充実

　予算の適正な執行に
より、資料の刷新を図
り、市民満足度を高め
て、資料蔵書数60万
点、年間貸出点数90万
点達成を目指す

自己評価 協議会委員評価(外部評価)

1 社会教育環境の整備



 

  

事業評
価点数

事業評価の主な理由 課題及び改善点（又は今後の方向性）
事業評
価点数

事業評価の主な理由及び意見

1
　人事異動等によって
司書資格職員数を増や
す

司書職員数 36人 37人 35人 94.59% 5

　人事異動により1名減り、その後1名
司書資格を取得のため講義を受ける
予定であったが、新型コロナウイルス
拡大防止のため中止となり1名減の9名
となった。
（本館）

　司書率63％。12名/20名⇒12名/19名
（西武分館）

　司書率57％。4名/7名⇒4名/7名
（金子分館）

　司書率56％。10名/20名⇒10名/18名
（藤沢分館）

　現状を維持していく 5.0

　今後、さらに司書職員を増やし、職員
全体の向上図っていただき、市民の要
望に的確に応えられる体制づくりを望
みます。

2
　レファレンスサービス
向上のため、県、地区
等の研修会に参加

参加回数 1回 1回 1回 100.00% 5
　県の研修に参加し、県内の図書館職
員とともに課題に取り組み、レファレン
スに関する知識を得ることができた。

　図書館協力レファレンス掲示版などを
用いて,県内の他館と協力し、レファレン
スサービスの向上に努める。

5.0

　レファレンスサービスに十分に対応で
きるよう、研修会の参加を通して職員
の資質向上を期待します。

　横文字表現は控えめに、必要な場合
は（）書きで注釈を付けて下さい。（例）
レファレンス（人的援助）

　市内全域、全年齢層
の市民に対して、公平・
平等な図書館サービス
を提供し、またその
サービスの充実に努め
る

3
　高齢者、障害者の読
書推進のため、録音資
料を作成

録音資料作成点数 4点 3点 3点 100.00% 5

　利用者と電話でのコミュニケーション
を重ね、全国の図書館等に所蔵の無
い録音図書を作成、提供することがで
きた。依頼は早かったが、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止の為、録音や
校正をする部屋を借りることができない
時期があった。そのため作成点数は3
点となったが、完成した資料に、利用者
の方たちが満足していた。

　今後も利用者の方たちとコミュニケー
ションを重ね、需要にあったものを作
成・提供できるように努める。

5.0
　利用者に満足していただけるのは喜
ばしい。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、実施できた回数は少なかった
が、おはなし会を開くときには感染症対
策を行い、安心して参加できるよう工夫
した。常連の子どもの他、新規の参加
もあり、多くの子どもたちがおはなし会
を楽しんでくれた。
（本館）

　コロナ禍でもボランティア団体と共に
感染防止対策を試行錯誤し、実施し
た。今年度は土曜日のみ開催とし、8月
中の試行1回と、10～12月中に12回
行った。常連の参加者のほか乳児の新
規参加もあり、図書館への期待に可能
な限り応えることができた。
（西武分館）

　通常又は部分開館で新型コロナウイ
ルス感染症対策を行い、おはなし会を
開催。また、子育て支援サークル、高
齢者向けサークルへの読み聞かせ支
援も同様に実施した。
（金子分館）

　おはなし会は10月からの再開となっ
た。コロナウィルス感染対策のため館
内のおはなし会の部屋が使用できず公
民館の部屋を借りての開催となった。
部屋の都合で今までと同じ回数は実施
できず、告知やコロナ対策などの懸念
事項はあったが大勢の人が参加してく
れ新たなリピーターができた。
（藤沢分館）

5
　利用促進のため「お
たのしみ会」を開催

おたのしみ会回数 8回 6回 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、開催せず。

　実施していく 3.0
　指定管理者のノウハウを生かして、よ
り楽しい「おたのしみ会」を、開催するこ
とにより利用促進に寄与すると考える。

6
　研修会（ボランティア
研修会）の実施

研修会開催回数 0回 1回 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、開催せず。

　予算確保にも努めたい 3.0

　研修会の実施後、受講者にボラン
ティアとして参加していただけるよう研
修会の継続を望みます。

　開催へ向けての努力をひき続きお願
いしたい。

7
　子どもたちを対象とし
た「プチ一日図書館員」
を実施（本館）

参加者数 92人 96人 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、開催せず。

　実施していく 3.0 （意見はありませんでした）

8
　利用促進事業として
「人形劇」を開催

参加者数 - 100人 - 0.00% -
　過去には実施していたが、一定の役
割を果たしたため、実施せず。（予算措
置なし）

　他の方法で利用促進を図る 3.0 （意見はありませんでした）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、予定通りの実施ができな
かった。
（全館）

　昨年より修了者が減ったがコロナ禍
においては健闘したものとした。
（西武分館）

　コロナウィルス感染による自粛や部
分開館などで苦戦を強いられた。毎年
達成者は減少傾向にあるが、館内に
賞品であるカルタの掲示やクイズポッ
プなど作成しカウンターでも積極的に
声をかけた。昨年よりは期間が長いこ
ともあるが、前年度を超えた達成率と
なった。
（藤沢分館）

10
　利用促進のため文学
講演会を開催

参加者数 - 100人 - - -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、開催せず。

　実施していく 3.0 （意見はありませんでした）

　継続事業をはじめ、講座や公演形式
の事業は中止を余儀なくされた。しかし
季節ごとの「おたのしみ袋」や「2冊セッ
ト貸出」のような貸出に直接つながる企
画が好評だった。
（西武分館）

　自主事業の実施回数については、新
型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め臨時休館や部分開館した4～6月、1
～2月の期間中止したため、当初計画
通りに開催できなかった事業もあった
が、新規に企画した4件の自主事業を
はじめ、開催時期等を変更して70％の
事業を実施した。
（金子分館）

　年間計画にあった自主事業はほとん
ど中止となったが、「三冊セット」「おす
すめＢＯＸ」など2,000冊を超える貸出に
結び付く事業や「おてがみください」の
ように図書館との新たな絆を作る事業
などで結果を出すことができた。
（藤沢分館）

協議会委員評価(外部評価)

1-2
魅力ある図書館づく

りの推進

1 社会教育環境の整備

重点施策 重点施策の目標
実施事業

（評価対象事業）
評価指標

令和元年度
事業実績

令和2年度
事業目標（数
値目標）

令和2年度
事業実績

達成率

自己評価

4.2

修了者数 203人

4 　現状を維持していく11

67.67%283人 300人

31事業40事業41事業実施事業数
　利用促進のため分館
3館で自主事業を開催

4

-20.00%70回

　レファレンスサービス
の充実のため、職員の
研修への積極的な参加
を促す

　図書館ボランティアの
育成に努め、その活動
の場を提供し、活動を
支援する

　利用促進につながる
各種事業を実施し、分
館においては民間のノ
ウハウを活用する

9
　子ども読書推進のた
め「読書ラリー」を実施

329回 350回おはなし会回数
　ボランティアの活動の
場である「おはなし会」
を全館で開催

4

　今後も、より多くの子どもたちに参加
してもらえるよう、努めたい。
（本館）

　新型コロナウイルス対策に伴うイベン
ト中止や臨時休館により、実施回数は
目標回数より少なくなった。
（西武・金子・藤沢分館）

77.50%

　実施していく

　分館の民間ノウハウが活用される自
主事業が工夫・充実している。さらなる
企画・事業を展開して欲しい。

　いろいろなアイデアを楽しみにしてい
ます。

　コロナ禍でもできる事業が77.5％はと
ても良いです。

　宣言中に閉館している時があり、一
部予約のみの貸し出しの時があり、少
しでも開館されてその間にできる事を
実施されていたと思う。2冊セットやおう
ちでおはなし会セット（本館）など工夫さ
れていると感じた。

　引続き継続をお願いします。

4.0

　以前のように活発におはなし会がで
きるのを願っています。

　小学生の参加が年々少なくなってき
ている。小学生が参加しても幼児向け
絵本の読み聞かせではつまらなく来な
くなってしまうのではないか。図書館に
来てもらうことを期待するよりも小学校
に出向いて、（館員＋ボランティア）読
み聞かせを行うことで読書の楽しさを
教えていくことも必要と考える。

　コロナ対策をしながら少しでも行な
え、子ども達もいつもより多く入ってくれ
たので評価は高くて良いと思いました。

　コロナウイルスの終息後、また以前
のように定期的に開催できることを祈っ
ております。

　お話し会の実施も大事なことと思いま
すが、この他に子供向きの「良い本」を
質量共にもっと充実して備えて欲しい。
（子供達が興味をもつ高級な本を多く
備えて欲しい。）

3.9

　宣言が出る度、様々な方法での開館
や貸し出しだったので、利用者も大幅
に減ったと思われるため、読書ラリーを
やっていた事に気づかなかった。また
参加したくてもできなかったという人は
多かったと考えられる。



 

  

事業評
価点数

事業評価の主な理由 課題及び改善点（又は今後の方向性）
事業評
価点数

事業評価の主な理由及び意見

12
　本館、西武分館、藤
沢分館の夜間（17時～
20時）入館者数平均

夜間入館者数 413人 400人 86人 21.50% -

　緊急事態宣言により、臨時休館や部
分開館となった期間があったが、令和2
年7月～12月と3月の5日間は夜間開館
を実施した。
（全館）

　実施していく 3.0 （意見はありませんでした）

13
　本館閲覧席夜間開放
事業（20:00～21:30）に
よる利用者数平均

利用席数 12席 15席 10席 66.67% -

　緊急事態宣言により、臨時休館や部
分開館となった期間があったが、令和2
年7月～12月まで夜間開館を実施し
た。また3月の5日間は21時まで夜間開
館した。
（全館）

　実施していく 3.0 （意見はありませんでした）

　緊急事態宣言により、臨時休館や部
分開館となった期間があったため入館
者数の減少があった。
（全館）

　やむなく臨時休館や部分開館となっ
た期間が年間のほぼ3分の1となり、昨
年より激減した。
（西武分館）

　昨年より減少した。
（金子分館）

　臨時休館や部分開館など来館者が
減少することはやむを得ない年度では
あったが、開館時に利用者を増やすた
めの対策をもう少し検討するべきだっ
た。
（藤沢分館）

　視聴覚ライブラリーの
活用

15
　視聴覚ライブラリーを
活用し映画会を開催

年間上映回数 21回 24回 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、開催せず。
（西武分館）

　実施していく 3.0 （意見はありませんでした）

16
　図書館ホームページ
のメンテナンスを実施

メンテナンス実施回数 12回 12回 12回 100.00% 5
　実施が遅れることはあったが、毎月1
回システム担当による各ページの
チェックを行い、情報の刷新を図った。

　必要に応じて、チェック項目の更新を
図る。

4.8 （意見はありませんでした）

17 　パスワード登録者数
新規パスワード登録者
数

3,710人 3,000人 2,265人 75.50% 4

　新型コロナウイルス感染症防止のた
めに臨時休館や部分開館の時期が
あったことが影響して目標値には達し
なかった。

　パスワードを登録するメリットととも
に、図書館ホームページや館内ＯＰＡＣ
から手軽に登録できることをPRしてい
く。

3.9 　わかりやすいPRをお願いします。

18
　「広報いるま」の毎月1
日号に図書館関連記
事を掲載

年間掲載月数 12回 12回 10回 83.33% -
　目標値には達しなかったものの、各
館でのイベント情報等について正確に
掲載することができた。

　広報の配布日程を考慮し、予定して
いるイベントやお知らせが全て掲載で
きるように調整していきたい。

4.0
　お知らせやイベント等が掲載されてい
る。これにより利用促進の一助になっ
ていると思う。

19
　「広報いるま」に図書
館関連の特集記事を年
1回以上掲載

年間掲載回数 1回 1回 1回 100.00% 5
　特集記事で、資料宅配サービスにつ
いて紹介ができた。

　今後も担当以外にもアイディアを聞き
ながら特集記事の内容を決めたい。

5.0 （意見はありませんでした）

20 　図書館だよりの発行 年間発行回数 4回 4回 4回 100.00% 5

　目標回数の4回発行できた。
　新型コロナウイルス感染拡大防止の
関係でイベントのお知らせなどに大き
な変更があり、1月号は発行することが
できなかったが、その後記事を修正し
て3月号として発行することができた。

　全館分の事業案内の校正に時間が
かかるが、余裕をもって取り組み、記事
の内容をより充実させていきたい。

5.0

　司書の見識による大人のための
BOOKガイド・子ども向けBOOKガイドの
コーナーは本を選択する良い参考にな
る。

21
　金子分館だよりの発
行

年間発行回数 12回 12回 12回 100.00% 5

　金子分館だよりは、毎号金子小学校
図書委員おすすめ本を紹介し、金子小
学校や学童・保育所向けには「わくわく
分館だより」を毎月発行した。
（金子分館）

　現状を維持していく。 5.0
　地域の実態に合った良い取り組みで
ある。

22
　コミュニティＦＭ放送に
出演

年間出演回数 50回 50回 52回 104.00% 5
　計画通りの出演ができた。
（全館）

　現状を維持していく。 5.0
　広報啓発活動は今までどおり必要と
思います。

　今年度は 3回の出演となっている。新
型コロナウイルス感染症についてのお
知らせを優先したいと広報課から打診
があり、他の課に譲った等の経緯があ
るからである。新型コロナウイルスで例
外的にこのような事態になってしまった
が、必要なお知らせはおおむねでき
た。
（本館）

　講座・公演等が軒並み中止となり取
材、出演がなかった。
（西武分館）

　部分開館中も、金子分館の新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止対策や来
館時注意事項等を説明することができ
た。
（金子分館）

　「知っておいしい武蔵野うどんと日本
の食文化」ではTBSの取材があった
が、入間CATVは0回の出演となった。
事業実施までに時間がなかったことも
あったが、積極的にかかわることがで
きなかった。
（藤沢分館）

24
　指定管理者の実地調
査（モニタリング）を実
施

実施回数 2回 2回 2回 100.00% 5 　予定通り実施できたため。 　現状を維持していく。 5.0 （意見はありませんでした）

25
　指定管理者の人件費
や労働条件等の確認

実施回数 3回 3回 1回 33.33% -
　1・3回目は、緊急事態宣言が発令さ
れて、実施することができなかった。

　現状を維持していく。 3.0
　緊急事態宣言が解除されたタイミン
グで実施できたはず。

　図書館運営を自己評
価し、図書館協議会の
外部評価を受けた後、
市民に公表する

26
　図書館運営の自己評
価及び図書館協議会に
よる外部評価を公表

評価と公表の実施 1回 1回 1回 100.00% 5 　予定通り実施できたため。 　現状を維持していく。 5.0
　指定管理者制度は高い評価を得てい
ると思います。更に向上させて下さい。

協議会委員評価(外部評価)

評価指標
令和元年度
事業実績

令和2年度
事業目標（数
値目標）

令和2年度
事業実績

達成率

自己評価

1-2
魅力ある図書館づく

りの推進

1 社会教育環境の整備

重点施策 重点施策の目標
実施事業

（評価対象事業）

52.23% 　実施していく　入館者数の増 年間入館者数14 645,891人 653,000人 341,039人

　ＣＡＴＶでの図書館情
報と資料を紹介

年間出演回数 12回 12回

　分館の指定管理者に
よる効果的な管理運営
とサービスの向上を監
督する

　地域情報の収集、提
供の他、ホームページ
による図書館情報の迅
速かつ正確な提供を行
う

108.33% 5

　今後も出演回数の確保に努めたい。
（本館）

　入間CATVに取り上げていただける
回数を増やせるよう、PRなどを工夫し
ていく。（藤沢分館）

23

　各種メディアや広報紙
等を活用し、図書館情
報の発信や事業の実
施状況を発信する

　本館、西武分館、藤
沢分館の夜間開館時
の利用促進に努め、本
館の閲覧席開放事業を
継続する

-

13回

3.0

　入館者を増やす対策の1つとして単純
な発想ですが、毎週土曜日及び休日
の開館時間の延長、月末の整理日、年
度末の蔵書点検日の日数の検討によ
り開館日の増加により入館者の増加に
つながると考える。

　資料貸出者数が入館者の約60％お
り、図書館内で過ごす人が半数以上い
るということ。そういう人達の居場所（ス
ペース）が本館では少なすぎると思う。
（西武分館は比較的多い）

　入館者数は増加しているような実感
がします。席数さえ増やせれば増加す
ると思います。（コロナ収束待ち）

5.0 （意見はありませんでした）



 

  

事業評
価点数

事業評価の主な理由 課題及び改善点（又は今後の方向性）
事業評
価点数

事業評価の主な理由及び意見

1
　図書館見学(小学校３
年生)を市内全校で実
施

参加校数 15校 16校 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、実施ができなかった。
（全館）

　図書館を実際に見学することによっ
て、より図書館に親しみをもってもら
い、利用促進につなげていけるよう今
後も努めていく。ただし、図書館見学の
実施は、学校の意向にもよる。

3.0
　有意義な事業である。今後も是非継
続して欲しい。

2
　図書館利用教室(小
学校２年生)を市内全校
で実施

参加校数 16校 16校 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、実施ができなかった。
（全館）

　利用教室を通じて、図書館に興味を
もってもらえるよう今後も努めていく。た
だし、図書館利用教室の実施は、学校
の意向にもよる。

3.0
　有意義な事業である。今後も是非継
続して欲しい。

3
　学校図書館ボランティ
ア育成のための研修会
を開催

参加者数 63人 50人 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、開催ができなかった。
（本館）

　中学校の学校図書館ボランティアは
参加が少ないので、今後も呼びかけに
努めたい。

3.0 （意見はありませんでした）

4
　移動図書館車の学校
への定期的な巡回を実
施

巡回学校数 8校 8校 8校 100.00% 5
　緊急事態宣言に伴い運休もあった
が、宣言解除後の学校巡回に当たって
は、通常どおり配車できた。

　移動図書館車の配車時間が合わな
いことから、余り利用されない学校があ
る。毎年、配車時間を一部調整したい。

4.8

　学校側のこの活動についての理解が
十分でないと思っている。相互理解を
深める必要があると思う。次の5の活動
の拡大や充実などで総合的な活動を
することが工夫へ余地かと思う。

5 　配本サービスを実施 箇所数 39箇所 40箇所 57箇所 142.50% 5
　定期利用・不定期利用合わせて57箇
所（定期・不定期で重複あり）配本を
行った。

　年々、徐々に周知され、利用団体も
増加している。
　供給が滞りなく行えるよう、業務手順
等の見直しを図る。

4.8
　コロナ禍でも増えたことは評価に値す
る。

6
　ブックスタート事業実
施に向けて庁内連携会
議を開催

会議開催実績 0回 1回 - 0.00% -
　予算が確保できず、具体的な担当課
や会議の予定も立っていないため。

　引き続き、予算確保に努めたい。 3.0 （意見はありませんでした）

7
ブックスタート関連事業
を実施

年間実施回数 10回 12回 - 0.00% -

　新型コロナウイルス感染防止対策の
関係でやむを得ず、中止となってしまっ
たため。
（全館）

　目標回数は12回だが、これはBCGの
接種回数である。
　この機会を利用して行っているため、
内容的には、沢山の赤ちゃんと保護者
に話したいが、これ以上増やすことは
不可能であるため、現状を維持してい
く。
　また、今年度は新型コロナウイルス
感染防止対策の関係で中止になった
が、今後も状況を鑑みて適切に実施で
きるよう努めたい。

3.0

　BCG接種時だけに限定するのではな
く、他の健診等・子育て教室等で実施
することも検討してみてはどうか。

　BCG以外の機会はないのか、今一度
検討して頂きたい。

8
　庁内関係課との連携
事業を実施

事業実施数 8事業 9事業 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、ほとんどの事業が開催で
きなかった。

　実施していく 3.0

　大人に向けての事業が少ないように
思う。民間のノウハウを利用して事業
講座が増えれば利用促進につながると
思う。

9

　「おとなのための朗読
会」を開催
（西武分館　共催：小函
の会）

年間実施回数 1回 1回 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染防止対策の
関係でやむを得ず、中止となった。
（西武分館）

　開館状況やイベント、図書館利用の
促進についてなど、多様な媒体を利用
し周知するよう努めたい。
（西武分館）

3.0 （意見はありませんでした）

10
　「古典朗読会」を開催
（藤沢分館　共催：古典
の会）

年間実施回数 11回 10回 - 0.00% -
　新型コロナウイルス感染防止対策の
関係でやむを得ず、中止となった。
（藤沢分館）

　実施していく 3.0 （意見はありませんでした）

11
　「公民館との共催事
業」を開催

実施事業数 5事業 5事業 6事業 120.00% 5

　毎年夏に行っている「こども映画会」
は中止になり、実施していない。
（金子分館）
　
　例年行っている「サマーキッズ教室」
や文化祭は中止となった。臨時学習室
の実施や元気がでるふじさわ未来ネッ
トとのハロウィン事業など新規開拓事
業に取り組めた。
（藤沢分館）

　実施していく 4.8

　公民館と連携、図書館サービス体制
の更なる充実を期待します。

　豊岡地区には市内でも多くの人が住
んでいる地域だが、公民館はなく図書
館分館で主に行われているため本館
でも取り組んでいただきたい。

実施事業
（評価対象事業）

重点施策

2-1

　市民生活の中での読
書活動の重要性を伝え
る事業や親子の読書活
動のきっかけづくりとな
るような事業を庁内各
課と協力して実施する

　ボランティア団体と協
力して利用促進につな
がる事業を実施すると
ともに、ボランティア団
体の育成、支援の場と
する

家庭・地域の教育
力の向上

　学校図書館や学校図
書館ボランティアと連携
協力し、子どもたちの学
習活動及び読書活動を
支援する

重点施策の目標 達成率
令和2年度
事業目標（数
値目標）

令和2年度
事業実績

評価指標
令和元年度
事業実績

自己評価 協議会委員評価(外部評価)

2 家庭・地域の教育力の向上



 

 

事業評
価点数

事業評価の主な理由 課題及び改善点（又は今後の方向性）
事業評
価点数

事業評価の主な理由及び意見

　図書館情報ネットワー
クシステムの安定的な
運用に努める

1
　図書館システムの安
定的に運用（事故回数
をゼロとする）

システムダウン回数 0回 0回 0回 100.00% 5
　利用者に影響が及ぶシステムダウン
は発生していない。

　今後とも適切な運用を心掛けるととも
に、不具合発生時に迅速な対応が取
れるよう、情報共有を図る。

5.0 （意見はありませんでした）

2
　ダイア5市との相互利
用促進

相互利用者数 35,304人 35,900人 22,324人 62.18% 4
　概ね利用を維持しているため。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止
による臨時休館等を加味

　相互利用についてのPRを図りたい。 3.9

　互いに良い利用システムなので今後
もPRを図って欲しい。

　県をまたぐ移動を避けるよう知事から
出たこともあり、コロナ禍では中々利用
されなかったと思う。

　相互利用制度は市民にとっては有難
いです。でき得れば5市一律月曜日休
館とせず、交互に休館日を設定してく
れれば更に有難い。（受験者は月曜日
は学習できる図書館が無い。）

3
　青梅市との相互利用
促進

相互利用者数 57人 100人 52人 52.00% 3
　概ね利用を維持しているため。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止
による臨時休館等を加味

　相互利用についてのPRを図りたい。 3.1

　互いに良い利用システムなので今後
もPRを図って欲しい。

　県をまたぐ移動を避けるよう知事から
出たこともあり、コロナ禍では中々利用
されなかったと思う。

相互利用制度は市民にとっては有難い
です。でき得れば5市一律月曜日休館
とせず、交互に休館日を設定してくれ
れば更に有難い。（受験者は月曜日は
学習できる図書館が無い。）

　埼玉県西部地域まち
づくり協議会図書館部
会での情報交換に努
め、市民への公平・平
等な広域サービスの提
供に努める

4
　西部地域まちづくり協
議会（図書館部会）へ
の出席

年間会議出席回数 3回 3回 3回 100.00% 5
　1回目は会議が実施できたが、緊急
事態宣言が発令され、残りの2回は、書
面会議となった。

　現状を維持していく。 5.0 （意見はありませんでした）

5
　本館の館内設備の充
実を図る

実施件数 3件 1件 2件 200.00% 5
　官報情報検索サービスへの移行、自
動紙折り機購入ができたため。

　引き続き、館内設備の更新に努めた
い。

5.0 （意見はありませんでした）

　書籍除菌機の設置。会議室Ａ、視聴
覚室の空調設備緊急修繕工事。入口
庇軒天改修工事、照明設備一部LED
化工事。新型コロナウィルス感染拡大
防止対策として、カウンターのビニール
シート付け替えと閲覧席のアクリル板
設置、おはなし会用の衝立の制作や
パーテーション設置、各会議室へのふ
き取り用消毒液の設置などを行った。
（西武分館）

　グリーンカーテンにノウゼンカズラを
追加。金子独自の郷土資料の充実。
YA書庫、一般文庫用書庫、紙芝居の
棚を増設。閲覧席に段ボールで仕切り
を設置しカウンター周りも新型コロナウ
イルス感染症拡大防止対策を行った。
（金子分館）

　各書架の見出しをリニューアル。チラ
シ架の新設。ＳＤＧｓの常設展示設置。
カウンターにミニ展示コーナーを設置。
ティーンズコーナーの表示をカウンター
からでも見えるように改訂。コロナウィ
ルス対策としてカウンター、閲覧席の飛
沫防止シートや仕切りの設置、入り口
や館内表示を子供用と大人用の2種類
作成し掲示した。
（藤沢分館）

達成率

　ダイア４市及び青梅
市との利用促進につな
がる広域サービス利用
者数の増加を目指す3-1 図書館網の整備

重点施策 重点施策の目標

自己評価
実施事業

（評価対象事業）
評価指標

令和2年度
事業目標（数
値目標）

令和2年度
事業実績

令和元年度
事業実績

450.00% 5
　引き続き、館内設備の更新に努めた
い

　施設設備の計画的な
整備により、市民に快
適な読書環境の提供を
行い、施設に対する市
民満足度を向上し、公
共施設としての最適化
を進める

6
　分館の館内設備の充
実を図る

実施件数 3件 2件

協議会委員評価(外部評価)

3 図書館施設の整備

4.8

　最近の話題をテーマにした本の紹介
コーナーはとても良いです。本を手に
する興味が湧きます。コロナ禍で、西武
分館入口の自動体温測定器の設置は
感染予防の一助になります。このよう
な利用者に便宜を図る設備の充実を
望みます。

　この項目での意見とはならないと思う
が、既存の状況の中での評価項目しか
ないのでここに記します。すでに長い年
月、宮寺、二本木、狭山台地区におい
ては、重要な市民サービスとしての図
書館の配置がなく、宮寺公民館の配本
書も書庫のような状況で、二本木公民
館では、地域や館自身の工夫で地域
へのサービスを行っている。既存の図
書館の充実のみでの「施設の整備」の
みで活動方針を立て評価しているので
は、一部市民の存在を無視していると
しか言いようがない。市施設の多目的
化が計画されているなかで、工夫がな
いものとみえる。

　コロナ対応お疲れ様です。

図書館施設の計画
的な整備

3-2

9件


